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戦
後
半
世
紀
を
経
た
今
日
、
尚
残
さ
れ
て
い 

る
の
は
、
東
京
裁
判
史
観
の
鮮
明
な
対
立
の
図 

式
で
あ
る
。
先
の
大
戦
を
全
て
わ
が
民
族
の
負 

の
遺
産
と
し
て
、
頑
に
反
国
家
的
な
解
釈
を
貫 

こ
う
と
す
る
勢
力
は
、
こ
の
史
観
の
誤
謬
と
虚 

構
性
を
認
め
な
い
の
み
か
、
古
き
よ
き
わ
が
民 

族
の
伝
統
を
軽
ん
じ
、
独
立
国
家
の
国
民
と
し 

て
、
当
然
堅
持
す
べ
き
愛
国
心
、
民
族
の
矜
持 

を
も
否
定
し
て
は
ば
か
る
こ
と
が
な
い
。
し
か 

も
、
時
の
経
過
と
共
に
、
そ
れ
ら
を
何
時
し
か 

正
論
の
如
く
肯
定
す
る
風
潮
が
、
徐
々
に
、
そ 

し
て
着
実
に
弥
漫
し
、
今
や
そ
の
流
れ
は
、
国 

の
命
運
に
計
り
知
れ
な
い
暗
い
翳
を
落
と
し
つ 

つ
あ
る
の
で
あ
る
。
我
々
神
社
関
係
者
は
、
斯 

か
る
視
点
よ
り
、
理
非
曲
直
を
弁
別
す
る
活
眼 

を
も
っ
て
、
祖
訓
を
継
承
し
、
次
の
事
項
の
実 

践
に
努
め
、
以
て
、
わ
が
国
体
の
根
源
的
精
華 

の
発
揚
と
、
日
本
人
の
「
こ
こ
ろ
」
の
復
活
を 

期
す
る
も
の
で
あ
る
。 

一
、
第
六
十
一
回
神
宮
式
年
遷
宮
の
御
盛
儀
が
、 

　
国
民
大
多
数
の
赤
誠
溢
れ
る
奉
賛
の
も
と
に
、 

　
厳
粛
且
つ
滞
り
な
く
斎
行
遊
ば
さ
れ
た
こ
と 

　
を
寿
ぎ
奉
り
、
更
に
、
次
な
る
御
遷
宮
に
向 

　
け
て
、
新
た
な
る
国
民
総
奉
賛
の
運
動
を
展 

　
開
す
る
。 

一
、
国
の
祝
日
に
は
、
平
和
日
本
の
象
徴
と
し 

　
て
、
戸
毎
に
「
日
の
丸
」
の
翻
る
、
昔
日
の 

　
光
景
復
活
の
運
動
を
展
開
す
る
。 

一
、
次
代
を
担
う
子
供
達
を
始
め
と
し
て
、
国 

　
歌
「
君
が
代
」
の
正
し
い
意
義
と
歌
唱
法
が 

　
指
導
さ
れ
、
胸
を
張
り
声
高
ら
か
に
唱
和
さ 

　
れ
る
昔
日
の
光
景
復
活
の
運
動
を
展
開
す
る
。 

　
　
右
決
議
す
る
。 

　
　
　
平
成
六
年
四
月
二
十
一
日 

　
　
　
第
三
十
二
回
岡
山
県
神
社
関
係
者
大
会 

 

決
　
　
議 

〔
祭
神
〕
大
己
貴
命
、 

　
　
　
　
少
彦
名
命 

〔
例
祭
〕
十
月
第
三
日
曜
日 

〔
宮
司
〕
石
田
博
之 

〔
由
緒
沿
革
〕
創
祀
の
い
わ 

れ
は
、
地
域
の
山
沢
原
野
を 

開
拓
し
、
国
作
り
の
大
神
の 

化
身
と
崇
敬
さ
れ
た
豊
手
と 

い
う
人
が
、
出
雲
国
天
日
隅 

宮
（
出
雲
大
社
）
の
御
神
霊 

を
勧
請
し
、
大
隅
宮
と
称
し 

た
の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ 

て
い
る
。 

　
元
の
大
隅
宮
の
鎮
座
地
は
、 

一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
東
の
林
田 

郷
で
あ
っ
た
が
、
森
忠
政
候 

の
入
府
に
よ
り
、
城
下
町
の 

丑
寅
の
鬼
門
を
護
る
た
め
、 

元
和
六
年
（
一
六
二
○
）
現 

在
地
に
遷
座
さ
れ
た
。
以
来
、 

津
山
市
東
部
の
産
土
神
と
し 

て
人
々
の
信
仰
を
集
め
て
い 

る
。 
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第
三
十
二
回 

岡
山
県
神
社
関
係
者
大
会 

交
を
繰
拡
げ
ら
れ
る
事
な
く
、
独
立 

国
日
本
と
し
て
且
つ
神
代
よ
り
伝
わ 

る
悠
久
の
美
わ
し
い
日
本
を
造
り
固 

め
な
し
、
世
界
の
国
々
に
対
応
し
て 

貰
い
た
い
も
の
で
す
。
そ
の
為
に
は 

先
ず
私
達
神
職
並
び
に
そ
の
関
係
者 

が
も
う
一
度
、
古
事
記
、
日
本
書
紀 

の
読
解
か
ら
始
め
そ
の
よ
っ
て
来
る 

由
縁
を
学
び
次
い
で
氏
神
、
崇
敬
神 

社
の
存
在
価
値
を
弁
へ
神
社
が
ど
う 

い
う
意
義
を
も
っ
て
い
る
か
、
神
社 

が
こ
の
社
会
に
於
い
て
ど
の
様
に
機 

能
し
て
い
る
か
を
自
分
だ
け
で
な
く 

若
い
方
、
小
さ
い
方
に
も
よ
く
教
え 

て
頂
く
事
が
肝
要
で
あ
ろ
う
と
存
じ 

ま
す
。
そ
し
て
自
分
達
の
神
社
が
隣 

の
神
社
よ
り
一
つ
で
も
勝
れ
る
も
の 

を
持
つ
よ
う
に
御
尽
力
頂
け
ま
す 

な
ら
ば
、
神
国
日
本
は
弥
栄
え
に
栄 

え
行
く
事
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
皆
さ 

ん
方
の
益
々
の
御
研
鑽
を
お
祈
り
申 

し
上
げ
ま
す
。 

　
次
に
多
年
に
亘
り
神
社
に
奉
仕
さ 

れ
又
、
神
社
神
道
興
隆
に
尽
く
さ
れ 

た
成
績
優
秀
な
神
職
、
総
代
一
○
九 

名
の
方
々
並
び
に
神
宮
大
麻
頒
布
に 

格
別
な
成
果
を
お
挙
げ
頂
い
た
十
四 

支
部
の
御
功
績
に
対
し
て
こ
の
席
に 

於
い
て
表
彰
状
並
び
に
感
謝
状
を
お 

贈
り
申
し
上
げ
深
甚
な
る
謝
意
を
表 

し
た
く
存
じ
ま
す
。 

　
最
後
に
本
大
会
に
あ
た
り
お
繰
合 

わ
せ
御
参
会
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
方 

の
益
々
の
御
健
勝
と
斯
道
の
愈
々
の 

発
展
と
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
式 

辞
と
致
し
ま
す
。 

　
平
成
六
年
四
月
二
十
一
日 

 

支
部
単
位
に
設
立
が
進
み
、
目
標
を 

大
き
く
上
廻
る
三
億
円
近
い
募
財
が 

寄
せ
ら
れ
た
。 

　
席
上
、
県
本
部
残
余
財
産
処
分
案 

と
し
て
、
約
二
千
七
百
万
円
の
使
途 

に
つ
い
て
、
守
分
本
部
長
か
ら
そ
の 

一
部
を
青
少
年
の
参
宮
活
動
の
推
進 

の
為
に
支
出
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、 

万
場
一
致
承
認
さ
れ
た
。 

　
ひ
き
つ
づ
い
て
第
二
部
の
神
社
関 

係
者
大
会
に
う
つ
り
、
小
笠
原
庁
長 

 

式
辞
に
続
い
て
宮
原
県
総
代
会
長
の 

挨
拶
が
あ
っ
た
。 

　
つ
い
で
功
労
者
表
彰
に
移
り
、
作 

楽
神
社
宮
司
・
福
田
篤
二
氏
は
じ
め
、 

神
職
十
名
、
役
員
総
代
九
十
九
名
に 

小
笠
原
庁
長
よ
り
表
彰
状
と
記
念
品 

が
贈
ら
れ
た
。 

　
最
後
に
本
大
会
と
し
て
の
宣
言
、 

決
議
が
提
案
さ
れ
、
万
場
一
致
で
承 

認
さ
れ
、
盛
会
の
う
ち
に
閉
幕
と
な 

っ
た
。 

 

　
第
三
十
二
回
岡
山
県
神
社
関
係
者 

大
会
・
伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
奉
賛
会 

岡
山
県
本
部
解
散
式
が
、
好
天
に
恵 

ま
れ
た
四
月
二
十
一
日
、
岡
山
市
民 

文
化
ホ
ー
ル
で
約
六
百
五
十
人
が
参 

加
し
て
開
催
さ
れ
た
。 

　
大
会
は
、
午
前
十
時
か
ら
始
ま
り 

守
分
勉
奉
賛
会
本
部
長
、
続
い
て
小 

笠
原
庁
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
次
い
で 

奉
賛
事
業
に
功
労
の
あ
っ
た
、
守
分 

本
部
長
を
は
じ
め
、六
百
五
十
名
に
、 

久
邇
邦
昭
大
宮
司
よ
り
感
謝
状
が
伝 

達
さ
れ
た
。 

　
久
邇
邦
昭
大
宮
司
は
挨
拶
の
中
で 

「
遷
宮
奉
賛
の
気
運
は
、全
国
的
な
盛 

り
上
が
り
で
、
実
を
上
げ
て
い
た
だ 

い
て
篤
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
」 

と
謝
意
を
述
べ
た
。 

　
本
県
は
、
昭
和
六
十
三
年
五
月
十 

日
、
県
本
部
の
設
立
に
続
い
て
、
各 

 

    

　
今
、
心
あ
る
人
は
、
失
わ
れ
つ
つ 

あ
る
日
本
人
の
「
こ
こ
ろ
」
の
問
題 

で
、
深
刻
な
危
機
感
に
襲
わ
れ
て
い 

る
。
我
々
の
先
祖
は
、
有
史
以
来
、 

偉
大
な
自
然
の
中
に
生
か
さ
れ
て
い 

る
こ
と
へ
の
感
謝
と
共
に
、
素
朴
な 

謙
虚
さ
、
敬
虔
さ
を
基
に
、
信
義
と 

礼
譲
を
人
倫
の
規
範
と
し
て
、
つ
つ 

ま
し
く
生
き
て
来
た
。
し
か
し
、
先 

の
敗
戦
を
契
機
に
、
そ
う
し
た
世
界 

に
誇
る
べ
き
わ
が
民
族
の
良
風
美
俗 

も
、
古
い
封
建
的
遺
風
と
し
て
否
定 

す
る
進
歩
的
と
称
す
る
思
想
的
勢
力 

の
策
謀
に
よ
っ
て
、
歴
史
の
彼
方
に 

追
い
や
ら
れ
、
為
に
、
今
や
国
民
の 

心
に
大
き
な
す
き
間
風
が
吹
き
つ
つ 

あ
る
現
実
を
直
視
し
な
け
れ
ば
な
ら 

な
い
。
そ
し
て
、
無
消
化
の
儘
に
定 

着
し
た
、
自
由
と
民
主
主
義
の
虚
像 

に
幻
惑
さ
れ
た
、
軽
佻
浮
簿
な
人
心 

 

の
索
漠
と
し
た
荒
廃
ぶ
り
も
亦
、
そ 

の
延
長
線
上
に
あ
る
と
い
う
べ
き
で 

あ
る
。
即
ち
、
故
な
き
自
虐
的
思
考 

に
始
ま
る
愛
国
心
の
喪
失
、
公
徳
心 

の
欠
如
等
、
か
つ
て
先
人
達
が
築
い 

た
「
こ
こ
ろ
」
が
、
日
と
共
に
音
を 

立
て
て
瓦
解
し
つ
つ
あ
る
現
状
を
正 

面
か
ら
受
け
と
め
、
国
の
為
に
莞
爾 

と
し
て
散
華
し
た
幾
百
万
の
英
霊
の 

遺
志
に
応
え
る
為
に
も
、
亦
、
後
に 

続
く
子
孫
の
為
に
も
、
我
々
の
至
上 

課
題
と
し
て
、
国
民
の
良
識
に
訴
え
、 

空
洞
化
し
つ
つ
あ
る
国
民
性
の
復
活 

を
促
し
、
以
て
、
万
民
の
睦
び
和
ら 

ぐ
平
安
楽
土
の
顕
現
に
努
め
な
け
れ 

ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の 

魁
と
な
る
の
は
、
実
に
我
等
神
社
関 

係
者
の
責
務
と
心
得
、
本
大
会
を
契 

機
に
、
国
民
精
神
作
興
の
防
人
に
な 

る
こ
と
を
誓
う
も
の
で
あ
る
。 

　
右
宣
言
す
る
。 

　
　
平
成
六
年
四
月
二
十
一
日 

　
　
　
　
第
三
十
二
回 

　
　
　
　
岡
山
県
神
社
関
係
者
大
会 

 

　
本
日
茲
に
第
三
十
二
回
岡
山
県
神 

社
関
係
者
大
会
を
開
催
致
し
ま
し
た 

処
、
先
刻
神
宮
式
年
遷
宮
奉
賛
会
岡 

山
県
本
部
解
散
式
に
引
続
き
、
神
宮 

大
宮
司
様
、
神
社
本
庁
統
理
代
理
と 

し
て
横
山
本
庁
理
事
様
近
隣
神
社
庁 

長
様
始
め
御
来
賓
の
方
々
更
に
は
県 

内
神
社
関
係
皆
様
方
多
数
の
御
参
会 

を
得
て
か
く
も
盛
大
に
挙
行
出
来
ま 

す
事
を
衷
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上 

げ
ま
す
。 

　
扨
、
皆
さ
ん
御
高
承
の
通
り
細
川 

護
煕
氏
が
佐
川
急
便
か
ら
の
借
入
金 

又
自
己
資
産
の
管
理
不
透
明
の
由
を 

以
て
俄
に
総
理
辞
任
を
表
明
さ
れ
た 

結
果
い
ろ
い
ろ
と
曲
折
の
上
、
内
閣 

が
発
足
致
し
ま
し
た
こ
の
新
内
閣
が 

ど
の
様
な
指
針
で
以
て
こ
れ
か
ら
の 

我
が
国
の
政
治
を
進
め
ら
れ
る
の
か 

よ
く
は
存
じ
ま
せ
ん
が
尠
な
く
と
も 

細
川
前
総
理
の
よ
う
に
前
の
大
戦
を 

侵
略
戦
争
と
断
定
し
た
り
、
謝
罪
外 

 

式
辞 

岡
山
県
神
社
庁
長 

小
笠
原
　
毅 

 

式
年
遷
宮
奉
賛
会 

　
　
　
　
県
本
部
を
解
散 

 

盛大に県神社関係者大会 

宣
　
言 
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岡
山
県
神
社
庁
神
楽
部
総
会 

が
、
去
る
四
月
二
十
五
日
吉
備
高 

原
都
市
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
開
催
さ 

れ
た
。 

　
今
年
は
、
高
梁
上
房
支
部
が
当 

番
と
な
り
、
神
社
庁
長
代
理
・
難 

波
宗
朋
理
事
以
下
、
百
五
十
余
名 

の
出
席
を
え
て
盛
会
で
あ
っ
た
。 

 

       

◎
社
名
変
更 

二
月
十
六
日 

川
上
郡
備
中
町
大
字
布
賀
　
艮
御
崎 

神
社 

変
更
後
の
社
名
　
艮
御
前
神
社 

◎
規
則
変
更 

二
月
十
六
日 

川
上
郡
備
中
町
大
字
布
賀
　
艮
御
崎 

神
社 

題
名
並
び
に
第
一
条
及
び
第
二
条
中 

「
艮
御
崎
神
社
」
を
「
艮
御
前
神
社
」 

に
変
更
す
る
。 

第
七
条
中
「
四
人
」
を
「
五
人
」
に 

変
更
す
る
。 

二
月
二
十
一
日 

岡
山
市
大
多
羅
町
　
布
勢
神
社 

第
七
条
中
「
六
人
」
を
「
五
人
」
に 

変
更
す
る
。 

和
気
郡
和
気
町
日
笠
下
　
長
田
神
社 

第
十
四
条
中
「
二
十
二
人
」
を
「
九 

人
」
に
変
更
す
る
。 

四
月
五
日 

岡
山
市
大
井
　
大
井
神
社 

第
十
四
条
中
「
三
十
四
人
」
を
「
十 

五
人
」
に
変
更
す
る
。 

五
月
十
六
日 

岡
山
市
妹
尾
　
御
前
神
社 

第
七
条
中
「
四
人
」
を
「
五
人
」
に 

変
更
す
る
。 

第
十
四
条
中
「
八
人
」
を
「
十
五
人
」 
 

に
変
更
す
る
。 

五
月
十
七
日 

総
社
市
新
本
　
國
司
神
社 

第
十
四
条
中
「
十
人
」
を
「
四
人
」 

に
変
更
す
る
。 

総
社
市
新
本
　
八
幡
神
社 

第
十
四
条
中
「
十
人
」
を
「
四
人
」 

に
変
更
す
る
。 

総
社
市
新
本
　
八
幡
神
社 

第
十
四
条
中
「
十
七
人
」
を
「
七
人
」 

に
変
更
す
る
。 

総
社
市
山
田
　
加
茂
神
社 

第
十
四
条
中
「
十
八
人
」
を
「
八
人
」 

に
変
更
す
る
。 

総
社
市
久
代
　
八
幡
神
社 

第
十
四
条
中
「
二
十
人
」
を
「
八
人
」 

に
変
更
す
る
。 

総
社
市
久
代
　
横
田
神
社 

第
十
四
条
中
「
十
九
人
」
を
「
九
人
」 

に
変
更
す
る
。 

◎
財
産
処
分 

一
月
十
三
日 

井
原
市
門
田
町
　
高
山
千
義
神
社 

売
却
　保
安
林（
九
○
三
㎡
三
七
） 

　
　
　保
安
林（
一
、九
八
六
㎡
五
九
） 

　
　
　保
安
林（
七
一
一
㎡
七
六
） 

新
見
市
千
屋
花
見
　
日
吉
神
社 

交
換 

　
畑
　
渡
（
一
三
、
六
○
八
㎡
） 

　
保
安
林 

　
　
　
受
（
三
、
八
○
五
㎡
○
八
） 

津
山
市
一
宮
　
中
山
神
社 

売
却
　
山
林
（
七
五
○
㎡
一
四
） 

一
月
二
十
七
日 

阿
哲
郡
大
佐
町
大
字
小
坂
部
　
大
佐 

神
社 

売
却
　
山
林
（
三
、一
一
七
㎡
九
五
） 

 

二
月
七
日 

笠
岡
市
笠
岡
　
稲
荷
神
社 

売
却
　境
内
地（
二
、五
二
七
㎡
三
一
） 

　
　
　境
内
地（
四
六
八
㎡
一
六
） 

　
　
　境
内
地（
一
六
㎡
○
五
） 

地
上
権
設
定
　
境
内
地（
五
㎡
六
六
） 

二
月
十
五
日 

上
房
郡
有
漢
町
大
字
有
漢
　
鈴
岳
神 

社 売
却
　
山
林
（
二
㎡
八
四
） 

　
　
　
山
林
（
二
○
一
㎡
七
九
） 

　
　
　
山
林
（
一
八
五
㎡
一
七
） 

　
　
　
境
内
地
（
一
二
㎡
六
四
） 

　
　
　
境
内
地
（
七
三
㎡
○
九
） 

久
米
郡
久
米
南
町
宮
地
　
山
王
神
社 

売
却
　
山
林
（
四
七
㎡
） 

二
月
十
六
日 

上
房
郡
北
房
町
大
字
宮
地
　
天
神
社 

貸
付
　
山
林
（
一
八
五
㎡
四
○
） 

二
月
二
十
一
日 

久
米
郡
中
央
町
打
穴
里
　
白
山
神
社 

伐
採
売
却
　
桧
樹
　
二
○
本 

三
月
八
日 

英
田
郡
作
東
町
柿
ヶ
原
　
八
幡
神
社 

交
換
　
渡
　保
安
林（
一
、五
一
九
㎡
） 

　
　
　
受
　宅
地
（
七
五
㎡
○
三
） 

三
月
三
十
一
日 

岡
山
市
奥
市
　
岡
山
県
護
国
神
社 

交
換
　
渡　
公
園
地（
四
、七
三
四
㎡
） 

　
　
　
受　
雑
種
地（
九
、二
五
九
㎡
） 

四
月
四
日 

英
田
郡
作
東
町
万
善
　
天
神
社 

交
換
　
渡
　宅
地
（
一
九
六
㎡
八
七
） 

　
　
　
受
　保
安
林（
一
、○
五
一
㎡
） 

四
月
十
四
日 

小
田
郡
矢
掛
町
南
山
田
　
御
崎
神
社 

売
却
　
山
林
（
五
三
八
㎡
） 

 

　
　
　
境
内
地
（
一
九
五
㎡
七
六
） 

　
　
　
山
林
（
一
四
一
㎡
四
九
） 

　
　
　
山
林
（
三
㎡
六
一
） 

　
　
　
山
林
（
七
七
㎡
五
三
） 

五
月
十
一
日 

真
庭
郡
落
合
町
大
字
垂
水
　
垂
水
神 

社 売
却
　
山
林
（
一
、六
三
七
㎡
九
六
） 

和
気
郡
佐
伯
町
岩
戸
　
天
石
門
別
神 

社 売
却
　
山
林
（
二
六
㎡
） 

◎
主
要
建
物
改
築
等 

十
二
月
九
日 

阿
哲
郡
大
佐
町
大
字
小
阪
部
　
國
司 

神
社 

改
築
　
神
輿
倉 

新
築
　
狛
犬
（
一
対
） 

十
二
月
二
十
八
日 

倉
敷
市
西
坂
　
菅
生
天
津
神
社 

改
築
　
本
殿
、
幣
殿
、
拝
殿 

二
月
七
日 

笠
岡
市
笠
岡
　
稲
荷
神
社 

改
築
　
仏
像
保
管
庫 

移
築
　
参
道
石
段
、
墳
墓
（
四
基
） 

二
月
十
六
日 

赤
磐
郡
山
陽
町
尾
谷
　
中
八
幡
宮 

改
築
　
本
殿
、
幣
殿
、
拝
殿
、
随
神
門 

二
月
二
十
一
日 

久
米
郡
中
央
町
打
穴
里
　
白
山
神
社 

改
築
　
社
務
所
（
神
輿
庫
を
併
設
） 

三
月
二
日 

上
房
郡
有
漢
町
大
字
有
漢
　
鈴
岳
神 

社 移
築
　
鳥
居
、
石
碑 

三
月
八
日 

英
田
郡
作
東
町
柿
ヶ
原
　
八
幡
神
社 

境
内
地
編
入
　
宅
地（
七
五
㎡
○
三
） 

 

四
月
一
日 

笠
岡
市
笠
岡
　
笠
神
社 

修
理
　
本
殿 

新
築
　
祭
器
庫
、
手
水
舎 

四
月
十
六
日 

岡
山
市
奥
市
　
岡
山
県
護
国
神
社 

境
内
地
編
入
　
雑
種
地 

　
　
　
　
　
　
（
九
、
二
五
九
㎡
） 

五
月
三
十
一
日 

玉
野
市
玉
　
玉
比
叶
神
社 

新
築
　
磐
座
鳥
居
、
磐
座
由
緒
石
、 

磐
座
寄
付
者
銘
板
、
句
碑 

◎
神
社
合
併 

四
月
五
日 

邑
久
郡
長
船
町
大
字
服
部
　
宇
佐
八 

幡
宮 

邑
久
郡
長
船
町
大
字
服
部
　
日
吉
神 

社 邑
久
郡
長
船
町
大
字
服
部
　
加
茂
神 

社 邑
久
郡
長
船
町
大
字
服
部
　
八
幡
宮 

合
併
さ
れ
る
神
社 

日
吉
神
社
、
加
茂
神
社
、
八
幡
宮 

 

自
　
平
成
五
年
十
二
月
一
日 

至
　
平
成
六
年
六
月
三
十
日 

承
認
さ
れ
た
神
社 

神
楽
部
総
会 

平 

成 

六 

年 

度 羊 
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九
月
十
日 

神
職
身
分
二
級
上
と
す
る 

春
日
神
社
宮
司
　
那
須
正
彦 

千
磐
神
社
宮
司
　
湯
浅
勝
興 

八
幡
神
社
宮
司
　
浅
倉
博 

國
主
神
社
宮
司
　
石
田
薫 

春
日
神
社
宮
司
　
屯
倉
武
夫 

八
幡
神
社
宮
司
　
田
本
景
範 

十
月
一
日 

神
職
身
分
二
級
と
す
る 

大
宮
神
社
宮
司
　
瀧
本
正
大 

八
幡
神
社
宮
司
　
長
江
俊
忠 

勝
部
神
社
宮
司
　
松
岡
重
弘 

天
津
神
社
宮
司
　
山
川
庚 

岡
山
県
神
社
庁
雅
楽
講
師
を
委
嘱
し 

ま
す 

吉
備
津
神
社
権
禰
宜
　
山
田
貫
助 

十
二
月
十
六
日 

神
職
身
分
二
級
上
と
す
る 

高
野
神
社
宮
司
　
河
原
太
津
彦 

三
月
九
日 

神
職
身
分
一
級
と
す
る 

吉
備
津
神
社
宮
司
　
藤
井
敬 

     

◎
浄
階 

三
月
九
日
　
藤
井
敬 

◎
明
階
　
（
無
試
験
検
定
） 

三
月
十
四
日
　
相
見
知
伸
・
浅
原
寛 

・
井
口
始
宣
・
見
垣
文
敏
・
木
山
康 
 

弘
・
瀧
本
文
典 

三
月
二
十
日
　
石
井
宏
尚
・
桑
野
み 

ゆ
き
・
笹
井
昭
昌
・
湯
浅
聡
明
・
安 

達
真
治
・
小
森
国
彦 

三
月
三
十
一
日
　
難
波
八
束 

◎
正
階
　
（
無
試
験
検
定
） 

三
月
十
一
日
　
藤
森
友
紀 

四
月
一
日
　
渡
辺
英
史
・
江
本
英
徳 

四
月
二
十
日
　
田
井
良
一 

◎
権
正
階
　
（
無
試
験
検
定
） 

十
月
二
十
日
　
杉
原
雅
隆 

十
一
月
二
十
日
　
神
田
文
子
・
中
山 

満
子
・
長
安
純
子
・
岡
崎
昭 

十
二
月
十
日
　
柳
二
郎 

四
月
一
日
　
勢
村
健
志 

◎
権
正
階
　
（
試
験
検
定
） 

十
一
月
二
十
日
　
横
内
久
明 

十
二
月
二
十
日
　
菱
川
宏 

◎
直
階
　
（
無
試
験
検
定
） 

十
月
二
十
日
　
三
宅
敬
美
・
中
野
肇 

四
月
十
七
日
　
高
原
宏
始
・
中
村
豊 

正
・
渡
辺
規
矩
郎 

      

　
左
記
の
方
々
が
二
月
三
日
付
け
で 

表
彰
さ
れ
五
月
二
十
四
日
明
治
神
宮 

参
集
殿
に
於
い
て
表
彰
式
が
執
り
行 

わ
れ
ま
し
た
。 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

今
後
の
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
致 

し
ま
す
。 

◎
第
三
条
第
二
号
該
当
者 

大
神
神
社
宮
司
　
　
　
有
森
　
猛 

 

天
満
神
社
宮
司
　
　
　
平
田
一
胤 

茅
部
神
社
宮
司
　
　
　
神
田
泰
二 

中
和
神
社
宮
司
　
　
　
武
内
禎
治 

◎
第
三
条
第
三
号
該
当
者 

日
吉
神
社
役
員
　
　
　
牧
　
義
男 

鴻
八
幡
宮
役
員
　
　
　
洲
脇
孝
造 

八
幡
神
社
役
員
　
　
　
橋
本
　
基 

両
児
神
社
総
代
　
　
　
矢
尾
静
太 

志
呂
神
社
総
代
　
　
　
光
延
康
司 

◎
第
三
条
第
四
号
該
当
者 

岡
山
県
神
社
庁
参
事
　
本
郷
弘
之 

       

十
二
月
十
日 

　
道
通
神
社
宮
司
　
平
田
義
見 

願
ひ
に
依
り
本
職
を
免
ず
る 

　
大
山
祇
神
社
禰
宜
　
實
森
功 

　
笠
岡
市
小
飛
鳥 

兼
ね
て
島
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

　
諏
訪
神
社
宮
司
　
笠
原
吉
麿 

　
笠
岡
市
横
島 

兼
ね
て
道
通
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

十
二
月
十
四
日 

　
邑
久
郡
邑
久
町
大
窪
　
八
幡
宮
宮 

司
兼
邑
久
郡
邑
久
町
虫
明
　
八
幡
宮 

宮
司
　
島
津
一
正 

願
ひ
に
依
り
兼
職
を
免
ず
る 

十
二
月
十
五
日 

　
大
神
社
宮
司
　
山
室
宣
也 

　
後
月
郡
芳
井
町
大
字
川
相 

兼
ね
て
八
幡
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

　
大
神
社
宮
司
　
山
室
宣
也 

 

　
後
月
郡
芳
井
町
大
字
吉
井 

兼
ね
て
荒
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

　
大
神
社
宮
司
　
山
室
宣
也 

　
後
月
郡
芳
井
町
大
字
吉
井 

兼
ね
て
天
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

　
大
神
社
宮
司
　
山
室
宣
也 

　
後
月
郡
芳
井
町
大
字
天
神
山 

兼
ね
て
大
山
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

　
英
田
郡
美
作
町
北
山
　
豊
國
神
社 

禰
宜
兼
勝
田
郡
勝
央
町
岡
　
岡
神
社 

宮
司
　
西
山
文
子 

願
ひ
に
依
り
兼
職
を
免
ず
る 

　
英
田
郡
美
作
町
北
山
　
豊
國
神
社 

禰
宜
兼
勝
田
郡
勝
央
町
黒
土
　
八
幡 

神
社
宮
司
　
西
山
文
子 

願
ひ
に
依
り
兼
職
を
免
ず
る 

　
英
田
郡
美
作
町
北
山
　
豊
國
神
社 

禰
宜
兼
英
田
郡
美
作
町
明
見
　
八
幡 

神
社
宮
司
　
西
山
文
子 

願
ひ
に
依
り
兼
職
を
免
ず
る 

　
竹
原
神
社
宮
司
　
中
田
保 

　
邑
久
郡
邑
久
町
虫
明 

兼
ね
て
八
幡
宮
宮
司
に
任
ず
る 

十
二
月
十
六
日 

　
豊
國
神
社
宮
司
　
西
山
允
晞 

　
勝
田
郡
勝
央
町
岡
　
　 

兼
ね
て
岡
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

　
豊
國
神
社
宮
司
　
西
山
允
晞 

　
英
田
郡
美
作
町
明
見 

兼
ね
て
八
幡
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

　
豊
國
神
社
宮
司
　
西
山
允
晞 

　
勝
田
郡
勝
央
町
黒
土 

兼
ね
て
八
幡
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

十
二
月
二
十
二
日 

　
八
幡
神
社
禰
宜
　
杉
原
雅
隆 

　
真
庭
郡
落
合
町
大
字
吉 

八
幡
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

　
吉
備
津
神
社
権
禰
宜
　
兼
八
幡
神 

社
禰
宜
　
長
原
律
夫 

自
今
八
幡
神
社
禰
宜
を
本
務
と
す
る 

十
二
月
二
十
四
日 

　
北
八
幡
神
社
禰
宜
　
藤
井
理
由 

　
笠
岡
市
笠
岡 

北
八
幡
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

　
八
幡
神
社
宮
司
　
杉
原
雅
隆 

　
真
庭
郡
落
合
町
大
字
旦
土 

兼
ね
て
國
玉
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

　
八
幡
神
社
宮
司
　
杉
原
雅
隆 

　
真
庭
郡
落
合
町
大
字
上
山 

兼
ね
て
八
幡
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

　
八
幡
神
社
宮
司
　
杉
原
雅
隆 

　
真
庭
郡
落
合
町
大
字
田
原
山
上 

兼
ね
て
大
瀧
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

　
八
幡
神
社
宮
司
　
杉
原
雅
隆 

　
真
庭
郡
落
合
町
大
字
舞
高 

兼
ね
て
熊
野
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

　
八
幡
神
社
宮
司
　
杉
原
雅
隆 

　
真
庭
郡
落
合
町
大
字
田
原
山
上 

兼
ね
て
太
玉
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

　
榊
葉
神
社
宮
司
　
井
上
功
太 

　
久
米
郡
久
米
町
一
色 

兼
ね
て
山
尾
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

　
榊
葉
神
社
宮
司
　
井
上
功
太 

　
久
米
郡
久
米
町
南
方
中 

兼
ね
て
八
幡
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

　
八
幡
神
社
禰
宜
兼
吉
備
津
神
社
権 

禰
宜
　
長
原
律
夫 

願
ひ
に
依
り
兼
職
を
免
ず
る 

十
二
月
二
十
八
日 

　
諏
訪
神
社
宮
司
兼
道
通
神
社
宮
司 

　
笠
原
吉
麿 

自
今
道
通
神
社
宮
司
を
本
務
と
す
る 

　
御
崎
神
社
宮
司
　
石
井
清
根 

除
服
出
仕
を
命
ず
る 

 

自
　
平
成
五
年
十
二
月
一
日 

至
　
平
成
六
年
六
月
三
十
日 

任
免
　
　 

神
社
本
庁
功
績
表
彰 

平 

成 

五 

年 

度 

階
位
授
与 

本
庁
辞
令 
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一
月
七
日 

　
柴
倉
神
社
禰
宜
　
安
達
明
治 

　
高
梁
市
中
井
町
西
方 

柴
倉
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

一
月
二
十
一
日 

　
柴
倉
神
社
禰
宜
　
安
達
明
治 

　
高
梁
市
御
前
町 

兼
ね
て
御
前
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

一
月
二
十
七
日 

　
乙
子
神
社
禰
宜
　
岡
崎
昭 

　
岡
山
市
乙
子 

乙
子
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

二
月
七
日 

　
神
神
社
宮
司
　
黒
住
忠
弘 

　
岡
山
市
首
部 

兼
ね
て
白
山
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

二
月
八
日 

　
奥
津
神
社
宮
司
　
岡
本
光
正 

除
服
出
仕
を
命
ず
る 

二
月
十
五
日 

　
江
原
八
幡
神
社
禰
宜
　
横
内
久
明 

　
新
見
市
西
方 

江
原
八
幡
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

二
月
二
十
二
日 

　
高
階
重
和 

　
岡
山
市
東
山 

玉
井
宮
東
照
宮
権
禰
宜
に
任
ず
る 

三
月
十
五
日 

　
須
佐
之
男
神
社
宮
司
　
中
島
達
夫 

願
ひ
に
依
り
本
職
を
免
ず
る 

三
月
十
六
日 

　
八
幡
神
社
宮
司
　
田
井
良
一 

　
岡
山
市
撫
川 

兼
ね
て
須
佐
之
男
神
社
宮
司
に
任
ず 

る 　
八
幡
神
社
宮
司
　
田
井
良
一 

　
岡
山
市
撫
川 
 

　
笠
岡
市
横
島 

兼
ね
て
道
通
神
社
権
禰
宜
に
任
ず
る 

四
月
二
十
三
日 

　
大
佐
々
禰
宜
　
井
口
晴
彦 

　
倉
敷
市
本
町 

兼
ね
て
阿
智
神
社
権
禰
宜
に
任
ず
る 

四
月
三
十
日 

　
田
本
裕
規 

　
新
見
市
豊
永
宇
山 

岩
山
神
社
禰
宜
に
任
ず
る 

五
月
十
日 

　
岡
山
縣
護
國
神
社
禰
宜 

　
高
山
聖 

　
勝
田
郡
勝
央
町
豊
久
田 

兼
ね
て
八
幡
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

　
岡
山
縣
護
國
神
社
禰
宜 

　
高
山
聖 

　
勝
田
郡
勝
央
町
田
井 

兼
ね
て
西
宮
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

　
岡
山
縣
護
國
神
社
禰
宜 

　
高
山
聖 

　
勝
田
郡
勝
央
町
曽
井 

兼
ね
て
月
村
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

　
八
幡
神
社
宮
司
　
二
宮
晧
朔 

　
勝
田
郡
勝
央
町
美
野 

兼
ね
て
美
野
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

六
月
十
八
日 

　
田
村
光
弘 

　
英
田
郡
美
作
町
湯
郷 

湯
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

　
菱
川
宏 

　
御
津
郡
加
茂
川
町
加
茂
市
場 

総
社
禰
宜
に
任
ず
る 

平
成
五
年
十
月
六
日 

八
幡
神
社
禰
宜
兼
日
羽
八
幡
神
社 

禰
宜
　
室
山
亀
久 

願
ひ
に
依
り
兼
職
を
免
ず
る 

 

兼
ね
て
八
幡
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

三
月
三
十
日 

　
藤
田
神
社
禰
宜
　
今
井
勝
子 

願
ひ
に
依
り
本
職
を
免
ず
る 

三
月
三
十
一
日 

　
神
神
社
宮
司
兼
阿
智
神
社
権
禰
宜 

　
小
野
頼 

願
ひ
に
依
り
兼
職
を
免
ず
る 

　
吉
備
津
神
社
権
禰
宜
　
生
路
邦
仁 

願
ひ
に
依
り
本
職
を
免
ず
る 

四
月
一
日 

　
吉
備
津
神
社
権
禰
宜
　
今
井
伸 

　
岡
山
市
藤
田 

藤
田
神
社
禰
宜
に
任
ず
る 

　
根
石
俊
明 

　
岡
山
市
奥
市 

岡
山
縣
護
國
神
社
権
禰
宜
に
任
ず
る 

　
藤
本
政
範 

　
岡
山
市
奥
市 

岡
山
縣
護
國
神
社
権
禰
宜
に
任
ず
る 

　
瀧
本
文
典 

　
久
米
郡
柵
原
町
百
々 

大
宮
神
社
禰
宜
に
任
ず
る 

　
志
波
彦
神
社
鹽
竈
神
社
権
禰
宜 

 

　
松
嶋
悟 

吉
備
津
神
社
権
禰
宜
に
任
ず
る 

　
下
種
神
社
禰
宜
　
井
口
晴
彦 

　
津
山
市
大
篠 

大
佐
々
神
社
禰
宜
に
任
ず
る 

　
大
佐
々
神
社
禰
宜
　
井
口
晴
彦 

　
津
山
市
荒
神
山 

兼
ね
て
下
種
神
社
禰
宜
に
任
ず
る 

四
月
十
二
日 

　
八
幡
神
社
宮
司
　
三
宅
英
男 

　
笠
岡
市
横
島 

兼
ね
て
道
通
神
社
禰
宜
に
任
ず
る 

　
八
幡
神
社
禰
宜
　
長
安
純
子 

 

一
、
審
議
事
項 

６
平
成
四
年
度
岡
山
県
神
社
庁
一 

　
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
承
認
の 

　
件 

７
平
成
四
年
度
岡
山
県
神
社
庁
別 

　
途
会
計
収
支
決
算
承
認
の
件 

８
岡
山
県
神
社
庁
財
産
目
録
承
認 

　
の
件 

９
平
成
六
年
度
岡
山
県
神
社
庁
一 

　
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
案
審
議 

　
の
件 

　
平
成
六
年
度
神
宮
大
麻
暦
頒
布 

　
会
計
予
算
案
審
議
の
件 

　
神
宮
大
麻
頒
布
関
係
表
彰
規
程 

　
案
審
議
の
件 

　
岡
山
県
神
社
庁
役
員
改
選
の
件 

一
、
そ
の
他 

一
、
神
宮
遥
拝 

一
、
閉
会 

◎
役
員
改
選
の
結
果
左
記
の
方
々
が 

選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

庁
　
長
　
小
笠
原
毅
（
留
任
） 

副
庁
長
　
藤
井
敬
（
留
任
） 

　
〃
　
　
湯
浅
正
敬
（
留
任
） 

理
事 

（
備
前
）
物
部
忠
三
郎
（
留
任
） 

　
　
　
　
三
原
千
幸
（
新
任
） 

（
備
中
）
難
波
宗
朋
（
留
任
） 

　
　
　
　
小
川
暎
興
（
新
任
） 

（
美
作
）
沖
田
正
秀
（
留
任
） 

　
　
　
　
笹
井
和
男
（
留
任
） 

（
県
神
社
総
代
会
長
、
副
会
長
） 

　
二
名 

監
　
事
　
河
本
貞
紀
（
新
任
） 

　
　
　
　
横
林
重
美
（
新
任
） 

議
　
長
　
渡
辺
更
生
（
新
任
） 

本
庁
評
議
員
　
藤
井
敬
（
留
任
） 

 

　
六
月
二
十
八
日
午
前
十
時
よ
り
岡 

山
県
い
さ
お
会
館
に
於
い
て
、
協
議 

員
三
十
九
名
出
席
の
下
、
平
成
六
年 

協
議
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

　
議
案
は
左
記
の
通
り
提
出
さ
れ
、 

全
案
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

（
次
第
） 

一
、
神
宮
遥
拝 

一
、
敬
神
生
活
の
綱
領
唱
和 

一
、
神
社
庁
長
挨
拶 

『
議
案
』 

一
、
報
告
事
項 

１
神
社
本
庁
評
議
員
会
報
告
の
件 

２
平
成
五
年
度
神
宮
大
麻
頒
布
状 

　
況
報
告 

３
伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
奉
賛
会
解 

　
散
報
告
並
び
に
残
余
財
産
使
途 

　
報
告 

一
、
依
頼
事
項 

４ 

神
社
本
庁
協
賛
金
・
特
別
寄
贈 

　
金
増
加
の
件 

５
第
四
十
回
伊
勢
神
宮
新
穀
感
謝 

　
祭
参
拝
団
募
集
の
件 

 

１０ １１ １２ 

平成六年 

定例協議員会 
開催される 
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平
成
六
年
協
議
員
会
に
於
い
て
左 

記
規
程
が
承
認
に
な
り
ま
し
た
。 

神
宮
大
麻
頒
布
関
係
表
彰
規
程 

第
一
条
　
岡
山
県
神
社
庁
は
、
大
麻 

　
及
び
暦
頒
布
成
績
向
上
を
図
る
た 

　
め
、「
表
彰
」
を
行
う
。 

第
二
条
　
本
規
程
に
よ
る
表
彰
は
、 

　
岡
山
県
神
社
庁
表
彰
委
員
会
に
お 

　
い
て
審
査
し
、
神
社
庁
長
が
表
彰 

　
す
る
。 

第
三
条
　
本
規
程
の
表
彰
は
、
「
岡 

　
山
県
神
社
庁
表
彰
規
程
」
と
は
区 

　
別
す
る
。 

一
、
神
宮
大
麻
頒
布
推
進
に
つ
い 

　
て
、
神
職
総
代
一
丸
と
な
っ
て 

　
取
り
組
み
、
過
年
度
の
頒
布
成 

　
績
を
勘
案
し
、
成
績
抜
群
の
神 

　
社 

二
、
最
近
三
年
間
の
頒
布
成
績
が 

　
優
秀
で
、
前
年
度
頒
布
成
績
よ 

  

　
り
増
頒
布
を
な
し
、
頒
布
事
務 

　
も
期
限
内
に
完
了
し
、
他
の
模 

　
範
と
認
め
ら
れ
る
支
部 

三
、
神
宮
大
麻
頒
布
推
進
に
積
極 

　
的
に
取
り
組
み
、
成
績
優
秀
な 

　
る
個
人
又
は
団
体 

第
五
条
　
前
条
該
当
神
社
及
び
支
部 

　
・
団
体
の
審
査
は
、
毎
年
七
月
に 

　
行
い
、
岡
山
県
神
社
庁
神
宮
大
麻 

　
暦
頒
布
始
祭
の
日
に
表
彰
す
る
。 

第
六
条
　
本
規
程
に
よ
っ
て
表
彰
状 

　
を
授
与
さ
れ
る
も
の
に
は
、
記
念 

　
品
を
授
与
す
る
こ
と
が
出
来
る
。 

第
七
条
　
岡
山
県
神
社
庁
は
、
神
宮 

　
大
麻
暦
頒
布
の
成
績
優
秀
な
る
個 

　
人
又
は
支
部
に
感
謝
状
を
贈
る
。 

第
八
条
　
本
規
程
施
行
に
必
要
な
細 

　
則
は
別
に
定
め
る
。 

第
九
条
　
本
規
程
の
施
行
及
び
改
廃 

　
は
岡
山
県
神
社
庁
協
議
員
会
の
議 

　
決
を
経
る
。 

付
則
　
本
規
程
は
、
平
成
六
年
六
月 

　
二
十
八
日
よ
り
施
行
す
る
。 

 

　
例
年
こ
の
神
道
講
演
会
は
一
人
の 

講
師
に
よ
り
各
会
場
を
巡
回
し
て
い 

た
が
、
講
師
の
日
程
調
整
が
む
ず
か 

し
い
こ
と
や
ま
ん
ね
り
化
の
嫌
い
も 

あ
り
、
今
年
か
ら
開
催
希
望
支
部
が 

講
師
を
選
定
し
、
独
自
の
演
題
で
講 

演
会
を
開
く
こ
と
に
し
た
も
の
。
そ 

れ
ぞ
れ
の
会
場
で
講
師
が
異
な
る
た 

め
個
性
的
で
特
色
が
あ
り
、
希
望
す 

れ
ば
二
会
場
、
三
会
場
の
聴
講
も
可 

能
な
た
め
、
こ
の
試
み
は
各
会
場
と 

も
好
評
だ
っ
た
。 

 

哲多町成松の八幡神社 
教化委が神社視察研修 

動
機
や
意
義
、
参
加
し
た
子
供
に
与 

え
る
影
響
、
感
想
な
ど
懇
談
し
な
が 

ら
聞
い
た
。 

　
同
神
社
の
子
供
祭
は
毎
年
五
月
五 

日
の
子
供
の
日
に
行
わ
れ
、
参
加
の 

子
供
会
員
が
神
前
で
拝
礼
し
た
あ
と
、 

幣
殿
、
拝
殿
や
境
内
を
使
っ
て
人
形 

劇
や
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
（
賞
品
を
出 

す
）
な
ど
開
き
、
親
子
と
も
ど
も
社 

頭
で
楽
し
く
半
日
を
過
ご
す
。
ま
た 

子
供
相
撲
奉
納
祭
は
、
秋
の
彼
岸
に 

近
い
日
曜
日
に
境
内
に
土
俵
を
作
っ 

て
行
う
。
小
学
生
男
子
が
参
加
、
相 

撲
ブ
ー
ム
も
あ
り
、
ま
た
優
勝
者
に 

は
御
幣
に
添
え
て
賞
品
を
出
す
の
で 

み
ん
な
力
一
杯
取
り
組
む
と
い
う
。 

こ
の
他
祈
年
祭
や
例
大
祭
の
浦
安
舞
、 

幼
稚
園
児
の
子
供
み
こ
し
な
ど
も
あ 

り
、
こ
う
し
た
子
供
参
加
の
祭
事
を 

取
り
入
れ
た
一
番
の
ね
ら
い
は
、
子 

供
達
の
健
全
育
成
で
、
お
互
い
楽
し 

く
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
友
達 

意
識
が
養
わ
れ
、
心
と
体
の
健
や
か 

な
成
長
と
合
わ
せ
て
、
氏
神
様
へ
の 

親
し
み
、
郷
土
愛
の
心
も
は
ぐ
く
ま 

れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ 

と
だ
。 

　
県
教
化
委
で
は
現
在
青
少
年
対
策 

委
を
中
心
に
、
青
少
年
問
題
に
取
り 

組
ん
で
お
り
、
同
神
社
の
子
供
参
加 

の
祭
事
は
成
果
を
あ
げ
て
い
る
好
例 

と
し
て
注
目
さ
れ
る
。 

　
帰
途
、
同
じ
哲
多
町
矢
戸
の
中
山 

八
幡
神
社
に
も
参
拝
し
、
長
江
俊
忠 

宮
司
や
総
代
さ
ん
の
好
意
で
備
中
神 

楽
「
大
国
主
命
の
舞
い
」
を
拝
観
し 

た
。 

 

　
県
神
社
庁
教
化
委
員
会
の
本
年
度 

神
社
視
察
研
修
が
五
月
二
十
三
日
、 

教
化
委
、
青
少
年
対
策
委
の
各
委
員 

ら
二
十
五
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。 

今
回
は
と
く
に
子
供
祭
や
子
供
相
撲 

奉
納
祭
等
を
企
画
、
神
社
と
し
て
青 

少
年
対
策
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い 

る
阿
哲
郡
哲
多
町
成
松
の
八
幡
神
社 

（
三
上
義
治
宮
司
）を
視
察
研
修
し
た
。 

　
小
川
副
委
員
長
が
玉
串
を
奉
奠
、 

正
式
参
拝
の
あ
と
、
社
務
所
で
子
供 

参
加
の
祭
事
の
ビ
デ
オ
を
視
聴
、
宮 

司
、
禰
宜
、
総
代
代
表
か
ら
祭
事
の 
 

     

三
郎
先
生
。
演
題
「
奉
仕
の
心
」
参 

加
者
百
二
十
人
。 

　
四
月
九
日
午
前
十
時
、
高
梁
上
房 

支
部
主
催
で
高
梁
市
総
合
福
祉
セ
ン 

タ
ー
。
講
師
　
物
部
忠
三
郎
先
生
。 

演
題
「
奉
仕
の
心
」
参
加
者
百
二
十 

一
人
。 

 

     

　
平
成
五
年
度
の
教
化
委
員
会
事
業 

の
神
道
講
演
会
が
四
月
六
日
か
ら
三 

日
間
、
県
下
六
会
場
で
開
催
さ
れ
た
。 

日
時
、
会
場
、
講
師
、
演
題
は
次
の 

通
り
。 

　
四
月
六
日
午
前
十
時
、
玉
島
・
浅 

口
郡
支
部
主
催
で
羽
黒
神
社
会
館
。 

講
師
　
難
波
宗
朋
先
生
。
演
題
「
高 

梁
川
流
域
文
化
と
玉
島
」
、
参
加
者 

百
五
十
五
人
。 

　
四
月
六
日
午
後
二
時
、
倉
敷
支
部 

主
催
で
阿
智
神
社
参
集
殿
、
講
師
　 

藤
井
敬
先
生
。
演
題
「
神
社
の
近
未 

来
」
、
参
加
者
百
八
名
。 

　
四
月
七
日
午
前
十
時
、
阿
新
支
部 

主
催
で
国
司
神
社
。
講
師
　
三
原
千 

幸
先
生
。
演
題
「
お
む
す
び
の
話
」
、 

参
会
者
六
十
人
。 

　
四
月
七
日
午
後
二
時
、
児
島
支
部 

主
催
で
鴻
八
幡
宮
。
講
師
　
物
部
忠 

 

写真は玉島会場の講演会 

中山八幡神社で神楽を見学 

お
知
ら
せ 

多
彩
な
講
話
で
好
評
　
　 

　
六
会
場
で
神
道
講
演
会 
 

撲
 

相
 

供 
子 や 祭 

供
 

子
 

ootahiroshi
テキストボックス



岡  山  県  神  社  庁  報 平成６年８月１日 （７） 第７７号 

平成4年度岡山県神社庁一般会計決算書 
平成４年７月１日～平成５年６月３０日 

歳入総額　　　５４,２０３,７４２円也 
歳出総額　　　５１,８０９,９９５円也 
　差引残金　　　　２,３９３,７４７円也　 
　　　　　　　　　　　次年度へ繰越 

　　科　　目　　本年度決算額  本年度予算額　差異（△減）　　　　　付　　　　記 

Ⅰ神饌及幣帛料 

　１本　庁　幣 

　２神饌及初穂料 

968,000 820,000 148,000

623,000 620,000 3,000

345,000 145,000

30,283,210 30,285,000 △ 1,790

30,283,210 30,285,000 △ 1,790

21,183,090 21,200,000 △ 16,910

 

200,000

7,590,320 7,575,000 15,320

1,509,800 1,510,000 △ 200

1,150,150 150,150

1,150,150 1,000,000 150,150

1,150,150 1,000,000 150,150

2,244,538 2,300,000 △ 55,462

協賛員、特別寄贈金、階位、身 
分の本庁交付金 

1,000,000

本庁特別寄贈金神社3000円×1、2000円×23、本務 
社1000円×315、兼務200円×1285、遷座祭その他 

1,920,000 1,900,000

324,538 400,000

2,746,205 3,135,000

2,746,205 3,135,000

105,456 200,000

597,500 435,000

1,350,500 2,000,000

692,749 500,000

250,000 250,000

250,000 250,000

3,500,000 3,500,000

3,500,000 3,500,000

7,500,000 7,500,000

7,500,000 7,500,000 0

5,561,639 5,000,000 561,639

5,561,639 5,000,000 561,639

54,203,742 53,790,000 413,742

0

0

0

0

0

192,749

△ 649,500

162,500

△ 94,544

△ 388,795

△ 388,795

△ 75,462

20,000

 

 

 

 

 

 

 

104社 

神職初任用時一時寄付金 

 

 

金利減少による 

参事給与、教誨師給与、祭祀祭 
礼の各補助金 

任命料、申請手数料等 

関係者大会祝い金、参宮等旅行 
収入等 

 

 

 

 

 

大麻会計より700 万円、需品会計 
より50万円 

 

前年度繰越金 

 

Ⅱ負 　 担 　 金  

　１負　担　金 

　（１神社負担金） 

　（２神職負担金） 

　（３支部負担金） 

Ⅲ交 　 付 　 金 

　２本庁交付金 

　（１本庁交付金） 

Ⅳ寄 　 付 　 金 

　１神社特別寄贈金 

　２寄　付　金 

Ⅴ諸　　収　　入 

　１諸　収　入 

　（１預金利子） 

　（２補 助 金） 

　（３申請料・任命料） 

　（４雑 収 入） 

Ⅵ神社振興対策助成金 

　１神社振興対策助成金 

Ⅶ借　　入　　金 

　１借　入　金 

Ⅷ繰　　入　　金 

　１繰　入　金 

Ⅸ繰　　越　　金 

　１繰　越　金 

　歳 入 合 計 

神殿への神饌料 

歳入の部 

　　科　　目　　本年度決算額  本年度予算額　差異（△減）　　　　　付　　　　記 

　　科　　目　　本年度決算額  本年度予算額　差異（△減）　　　　　付　　　　記 

Ⅰ幣　　帛　　料 

　１幣　帛　料 

　（１本 庁 幣） 

　（２神社庁幣） 

Ⅱ神　　事　　費 

　１神殿奉斎費 

2,432,500 2,543,000 △ 110,500

注に記載、例祭時奉奠 

歳出の部 

 

 

特別寄贈金神社に例祭時奉奠、 
臨時大祭等 

神殿祭、月次祭等の諸経費 

 

2,432,500 2,543,000 △ 110,500

2,242,500 2,243,000 △ 500

190,000 300,000 △ 110,000

336,210 360,000 △ 23,790

336,210 360,000 △ 23,790

731,956 1,220,000 △ 488,044  Ⅲ会 　 議 　 費 

　１会　議　費 

　（１役員会費） 

　（２事務打合諸費） 

　（３協議員会費） 

　（４支部長会議費） 

　（５特別委員会諸費） 

731,956 1,220,000 △ 488,044  

266,944 420,000 △ 153,056  

173,113 200,000 △ 26,887 団参打合せ諸費等 

193,255 250,000 △ 56,745  

98,644 150,000 △ 51,356  

0 200,000 △ 200,000  

27,214,441 26,928,000 286,441 予備費より充当 

12,325,600 12,326,000 △ 400  

10,875,600 10,876,000 △ 400 職員５人の給料 

970,000 970,000 0 役員、監事報酬 

90,000 90,000 0  

170,000 170,000 0 検定、表彰、身分の各委員手当 

220,000 220,000 0 事務局長手当 

5,992,580 5,952,000 40,580  

4,531,500 4,532,000 △ 500 夏期・年末の賞与 

746,000 600,000 146,000  

30,000 70,000 △ 40,000  

685,080 750,000 △ 64,920 職員通勤費 

6,299,677 6,550,000 △ 250,323  

656,658 800,000 △ 143,342 ワープロ、神事用備品 

716,038 650,000 66,038 印刷費456,198 円、( 諸規程集 329,600を含む）図書費259,840円 

788,313 800,000 △ 11,687 リ－ス料を含む 

590,298 700,000 △ 109,702  

863,809 1,000,000 △ 136,191  

1,842,497 1,600,000 242,497 社会保険、厚生年金、同基金、 労働保険、職員共済等 

445,313 500,000 △ 54,687  

396,751 500,000 △ 103,249 中四国教学研究大会補助、名刺 広告等 

2,146,720 1,650,000 496,720  

2,146,720 1,650,000 496,720 役職員旅費 

449,864 450,000 △ 136  

299,864 300,000 △ 136 中国地区職員研修会諸費 （当番県） 

150,000 150,000 0 役員（神職）研修諸費 

5,384,816 5,920,000 △ 535,184  

2,779,867 3,050,000 △ 270,133  

1,342,566 1,500,000 △ 157,434 教化、青少年対策等委員会活動 費、テレビＣＭ諸費等 

1,087,301 1,200,000 △ 112,699 庁報発行費（年２回）、テレビ ＣＭ諸費等 

350,000 350,000 0 ２神社への指導助成費 （牛窓神社、厨神社） 

1,334,949 1,600,000 △ 265,051  

1,124,949 1,200,000 △ 75,051 初任神職研修、支部主管諸研修 補助他 

210,000 400,000 △ 190,000 中堅神職研修補助金 

1,270,000 1,270,000 0  

500,000 500,000 0  

250,000 250,000 0  

20,000 20,000 0  

100,000 100,000 0  

Ⅳ事　務　所　費 

　１俸 給 給 与 

　（１俸　　 給） 

　（２報　　 酬） 

　（３教誨師手当） 

　（４委員手当） 

　（５管理職手当） 

　２雑　　　　給 

　（１夏期年末手当） 

　（２扶養手当） 

　（３傭 人 費） 

　（４通勤手当） 

 　３庁　　　　費 

　（１備 品 費） 

　（２図書印刷費） 

　（３消耗品費） 

　（４水道光熱費） 

　（５通信運搬費） 

　（６職員厚生費） 

　（７交 際 費） 

　（８雑　　 費） 

　４旅　　　　費 

　（１旅　　 費） 

　５役職員研修費 

　（１職員研修費） 

　（２神社視察研修費） 

Ⅴ指 導 奨 励 費 

　１教化事業費 

　（１教 化 費） 

　（２広 報 費） 

　（３神社振興対策費） 

　２神社庁研修所費 

　（１研 修 費） 

　（２研修奨励費） 

　３各種補助金 

　（１神青協補助金） 

　（２氏青協補助金） 

　（３県教神協補助金） 

　（４婦人神職会補助金） 

　　 



岡  山  県  神  社  庁  報 平成６年８月１日 （8） 第７７号 

　　科　　目　　本年度予算額  前年度予算額　差異（△減）　　　　　付　　　　記 

　　科　　目　　本年度決算額  本年度予算額　差異（△減）　　　　　付　　　　記 

Ⅰ神饌及幣帛料 

　１本　庁　幣 

　２神饌及初穂料 

60,000 60,000 0  　（５県敬婦連補助金） 

　（６神楽部補助金） 

　（７作州神楽補助金） 

　（８支部長懇話会補助金） 

　（９神宮大祭派遣補助金） 

　（10検定講習会補助金） 

70,000 70,000 0  

30,000 30,000 0  

200,000 200,000 0  

40,000 40,000 0 12月月次祭奉仕（佐々木講治） 

0 0 0  

2,200,000 2,200,000 0  

1,087,000 1,087,000 0  

955,000 850,000 105,000  113,000 113,000 0  

625,000 620,000 5,000 神社本庁より 1,000,000 1,000,000 0  

330,000 230,000 100,000 神社庁神殿への玉串料 626,409 700,000 △ 73,591  

33,200,000 32,600,000 600,000  626,409 700,000 △ 73,591 第31回神社関係者大会諸費 

33,200,000 32,600,000 600,000  529,649 600,000 △ 70,351  

23,240,000 22,820,000 420,000 別紙資料参照（規程による） 529,649 600,000 △ 70,351 規程表彰諸費、揮毫料、玉串料等 

8,300,000 8,150,000 150,000 身分割、職制割（規程による） 100,000 130,000 △ 30,000  

1,660,000 1,630,000 30,000 規程による 100,000 130,000 △ 30,000  

1,700,000 1,700,000 0  100,000 100,000 0 中国地区神社庁連絡会議拠出金 

1,700,000 1,700,000 0  0 30,000 △ 30,000  

1,700,000 1,700,000 0 協賛員、特別寄贈金、階位、身 分の本庁交付金 4,649,920 4,650,000 △ 80  

2,250,000 2,100,000 150,000  4,649,920 4,650,000 △ 80  

2,100,000 1,900,000 200,000 管内神社よりの特別寄贈金 9,920 10,000 △ 80  

150,000 200,000 △ 50,000 神職初任用時一時寄付金等 4,495,000 4,495,000 0  

2,805,000 2,435,000 370,000  60,000 60,000 0 世界連邦岡山県宗教委員会負担金 

2,805,000 2,435,000 370,000  45,000 45,000 0  

70,000 100,000 △ 30,000 金利低下による 40,000 40,000 0 建国記念奉祝補助金を含む 

235,000 235,000 0 参事給与、教誨師給与 564,092 664,000 △ 99,908  

1,800,000 1,500,000 300,000  113,010 64,000 49,010  

700,000 600,000 100,000 参宮等旅行収入を含む 113,010 64,000 49,010 建物 5389.5 万円、什器1000万円、地震特約 
1000万円、神社本庁火災共済保険料（更新） 

250,000 250,000 0  175,516 200,000 △ 24,484  

250,000 250,000 0  175,516 200,000 △ 24,484 役員室換気扇工事、玄関ガラス修理 

3,500,000 3,500,000 0  275,566 400,000 △ 124,434  

3,500,000 3,500,000 0 運営資金会計より無利子で借入 （年度内償還） 275,566 400,000 △ 124,434 警備費、火災報知装置管理 

8,500,000 8,650,000 △ 150,000  2,359,064 2,450,000 △ 90,936  

8,500,000 8,650,000 △ 150,000 大麻会計より800 万円、需品会計 より50万円 2,359,064 2,450,000 △ 90,936 負担金賦課規程による早期納付 報奨金 

3,000,000 3,500,000 △ 500,000  180,938 300,000 △ 119,062  

3,000,000 3,500,000 △ 500,000 前年度繰越金 80,938 200,000 △ 119,062 日本を守る国民会議10周年祝い金他 

56,160,000 55,585,000 575,000  100,000 100,000 0 神政連岡山県本部への寄付金 

3,500,000 3,500,000 0  

3,500,000 3,500,000 0 運営資金会計へ無利息にて償還 

1,000,000 1,000,000 0  

2,560,000 2,543,000 17,000  1,000,000 1,000,000 0 祭祀祭礼調査会計に繰り出し 

2,560,000 2,543,000 17,000  0 625,000 △ 625,000  

2,260,000 2,243,000 17,000  0 625,000 △ 625,000  

300,000 300,000 0 当庁特別寄贈金神社幣帛料及び 特別大祭幣帛料他 51,809,995 53,790,000 △1,980,005  

350,000 360,000 △ 10,000      

350,000 360,000 △ 10,000 神殿祭、月次祭等の諸経費     

Ⅵ各 種 積 立 金 

　１退職給与積立金 

　２役 員 退 任 
　　慰労金積立金 
　３庁舎建設資金 
　　積　 立　 金 

Ⅶ神社関係者大会費 

　１神社関係者大会費 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅷ表彰並慶弔費 

　１表彰並慶弔費 

Ⅸ諸会議派遣費 

　１諸会議派遣費 

　（１地区会議派遣費） 

　（２教誨師会議派遣費） 

Ⅹ負　　担　　金 

　１負　  担　  金 

　（１本庁災害慰謝負担金） 

　（２本庁負担金） 

　（３宗教委員会負担金） 

　（４県同宗連負担金） 

　（５県民会議負担金） 

ⅩⅠ庁 舎 管 理 費 

　１保　険　料 

　（１火災保険料） 

　２営　繕　費 

　（１修 繕 費） 

　３防　災　費 

　（１防災管理費） 

ⅩⅡ負担金報奨費 

　１負担金報奨費 

ⅩⅢ時局対策関係費 

　１時局対策費 

　２神政連寄付金 

ⅩⅣ返 　 還 　 金 

　１返　還　金 

ⅩⅤ繰 り 出 し 金 

　１繰り出し金 

ⅩⅥ予 　 備 　 費 

　１予　備　費 

　歳 出 合 計 

款内流用を認める 

平成6年度岡山県神社庁一般会計予算書 
平成６年７月１日～平成７年６月３０日 

歳入総額　　　５６,１６０,０００円也 

歳出総額　　　５６,１６０,０００円也 

歳出の部 

Ⅱ負　　担　　金 

　１負　担　金 

　（１神社負担金） 

　（２神職負担金） 

　（３支部負担金） 

Ⅲ交　　付　　金 

　２本庁交付金 

　（１本庁交付金） 

Ⅳ寄　　付　　金 

　１神社特別寄贈金 

　２寄　付　金 

Ⅴ諸　　収　　入 

　１諸　収　入 

　（１預金利子） 

　（２補 助 金） 

　（３申請料・任命料） 

　（４雑 収 入） 

Ⅵ神社振興対策助成金 

　１神社振興対策助成金 

Ⅶ借 　 入 　 金 

　１借　入　金 

Ⅷ繰 　 入 　 金 

　１繰　入　金 

Ⅸ繰 　 越 　 金 

　１繰　越　金 

　歳 入 合 計 

　　科　　目　　本年度予算額  前年度予算額　差異（△減）　　　　　付　　　　記 

歳入の部 

Ⅰ幣 　 帛 　 料 

　１幣　帛　料 

　（１本 庁 幣） 

　（２神社庁幣） 

Ⅱ神 　 事 　 費 

　１神殿奉斎費 



岡  山  県  神  社  庁  報 平成６年８月１日 （９） 第７７号 

　　科　　目　　本年度予算額  前年度予算額　差異（△減）　　　　　付　　　　記 　　科　　目　　本年度予算額  前年度予算額　差異（△減）　　　　　付　　　　記 

150,000 100,000 50,000  　（４婦人神職会補助金） 

　（５県敬婦連補助金） 

　（６神楽部補助金） 

　（７作州神楽補助金） 

　（８支部長懇話会補助金） 

　（９神宮大祭派遣補助金） 

　（10検定講習会補助金） 

　（11地区大会援助金） 

700,000 900,000 △ 200,000  Ⅲ会　　議　　費 

　１会　 議　 費 

　（１役員会費） 

　（２事務打合諸費） 

　（３協議員会費） 

　（４支部長会議費） 

　（５特別委員会諸費） 

60,000 60,000 0  700,000 900,000 △ 200,000  

70,000 70,000 0  250,000 300,000 △ 50,000 前年度実績 

30,000 30,000 0  100,000 200,000 △ 100,000 団参打合せ諸費を含む 

200,000 200,000 0  250,000 250,000 0 年１回 

40,000 80,000 △ 40,000 １人分 100,000 150,000 △ 50,000 前年度実績 

200,000 0 200,000 直階検定講習会開催補助 0 0 0  

700,000 0 700,000 中国地区神青氏青合同研修会援助 29,368,000 28,555,000 813,000  

2,103,000 2,074,000 29,000  13,417,000 12,960,000 457,000  

990,000 961,000 29,000 職員給与の１ケ月分 11,877,000 11,420,000 457,000 職員５人の給料　平均４％増 

113,000 113,000 0  970,000 970,000 0 役員、監事報酬 

1,000,000 1,000,000 0  180,000 180,000 0 教誨師２人分手当 

700,000 700,000 0  170,000 170,000 0 検定、表彰、身分の各委員手当 

700,000 700,000 0 前年度実績 220,000 220,000 0 事務局長手当 

600,000 600,000 0  7,105,000 6,895,000 210,000  

600,000 600,000 0  5,445,000 5,235,000 210,000 職員５人分の賞与年５.5ヵ月 

370,000 180,000 190,000  840,000 840,000 0 県庁職員に準ずる。配偶者16千円、その他第２扶 
養者まで１人5.5 千円、第３扶養者より１人千円 

370,000 180,000 190,000  70,000 70,000 0  

300,000 100,000 200,000 中国地区神社庁連絡会議拠出金 （当庁が当番） 750,000 750,000 0 職員通勤費 

70,000 80,000 △ 10,000 東京大会参加補助（２人） 6,796,000 6,400,000 396,000  

4,553,000 4,553,000 0  650,000 500,000 150,000 ビデオプロジェクター購入費他 

4,553,000 4,553,000 0  400,000 450,000 △ 50,000 前年度実績 

44,000 44,000 0  900,000 800,000 100,000 リ－ス料を含む 

4,364,000 4,364,000 0 本庁負担金 700,000 700,000 0  

60,000 60,000 0 世界連邦岡山県宗教委員会負担金 1,100,000 1,000,000 100,000 前年度実績 

45,000 45,000 0  2,046,000 1,950,000 96,000 社会保険、厚生年金基金、労働 保険、職員共済等 

40,000 40,000 0 建国記念奉祝補助金を含む 500,000 500,000 0  

684,000 684,000 0  500,000 500,000 0  

64,000 64,000 0  1,800,000 2,000,000 △ 200,000  

64,000 64,000 0 建物63,895,000円、什器10,000,000円、 
地震10,000,000円 1,800,000 2,000,000 △ 200,000 役職員旅費　前年度実績 

200,000 200,000 0  250,000 300,000 △ 50,000  

200,000 200,000 0 庁舎清掃費等 100,000 150,000 △ 50,000 中国地区職員研修会諸費 

420,000 420,000 0  150,000 150,000 0 役員（神職）研修諸費 

420,000 420,000 0 警備費、火災報知装置管理 7,370,000 6,360,000 1,010,000  

2,656,000 2,610,000 46,000  3,300,000 3,250,000 50,000  

2,656,000 2,610,000 46,000 負担金賦課規程による（負担金 総額の8％） 1,300,000 1,500,000 △ 200,000 教化委員会事業費（項目分離による） 

300,000 900,000 △ 600,000  1,450,000 1,400,000 50,000 庁報発行費（年２回）、広報活動費 

200,000 800,000 △ 600,000  350,000 350,000 0 ２神社への指導助成費（御前神 社、八幡神社） 

100,000 100,000 0 神政連岡山県本部への寄付金 200,000 0 200,000 教化費より分離独立 

3,500,000 3,500,000 0  1,750,000 1,800,000 △ 50,000  

3,500,000 3,500,000 0 運営資金会計へ無利息にて償還 （年度内） 1,400,000 1,400,000 0 初任神職研修、支部主管諸研修 補助他 

0 500,000 △ 500,000  350,000 400,000 △ 50,000 中堅神職研修、指導神職研修補 助金 

0 500,000 △ 500,000  2,220,000 1,310,000 910,000  

446,000 566,000 △ 120,000  500,000 500,000 0  

446,000 566,000 △ 120,000  250,000 250,000 0  

56,160,000 55,585,000 575,000  20,000 20,000 0  

Ⅳ事　務　所　費 

　１俸 給 給 与 

　（１俸　　 給） 

　（２報　　 酬） 

　（３教誨師手当） 

　（４委員手当） 

　（５管理職手当） 

　２雑　　　　給 

　（１夏期年末手当） 

　（２扶養手当） 

　（３傭 人 費） 

　（４通勤手当） 

　３庁　　　　費 

　（１備 品 費） 

　（２図書印刷費） 

　（３消耗品費） 

　（４水道光熱費） 

　（５通信運搬費） 

　（６職員厚生費） 

　（７交 際 費） 

　（８雑　　 費） 

　４旅　　　　費 

　（１旅　　 費） 

　５役職員研修費 

　（１職員研修費） 

　（２神社視察研修費） 

Ⅴ指 導 奨 励 費 

　１教化事業費 

　（１教 化 費） 

　（２広 報 費） 

　（３神社振興対策費） 

　（４青少年対策費） 

　２神社庁研修所費 

　（１研 修 費） 

　（２研修奨励費） 

　３各種補助金 

　（１神青協補助金） 

　（２氏青協補助金） 

　（３県教神協補助金） 

Ⅵ各 種 積 立 金 

　１退職給与積立金 

　２役 員 退 任 
　　慰労金積立金 

　３庁舎建設資金積立金 

Ⅶ神社関係者大会費 

　１神社関係者大会費 

Ⅷ表彰並慶弔費 

　１表彰並慶弔費 

Ⅸ諸会議派遣費 

　１諸会議派遣費 

　（１地区会議派遣費） 

　（２教誨師会議派遣費） 

Ⅹ負　　担　　金 

　１負　 担　 金 

　（１本庁災害慰謝負担金） 

　（２本庁負担金） 

　（３宗教委員会負担金） 

　（４県同宗連負担金） 

　（５県民会議負担金） 

ⅩⅠ庁 舎 管 理 費 

　１保　 険　 料 

　（１火災保険料） 

　２営　 繕　 費 

　（１修 繕 費） 

　３防　 災　 費 

　（１防災管理費） 

ⅩⅡ負担金報奨費 

　１負担金報奨費 

ⅩⅢ時局対策関係費 

　１時局対策費 

　２神政連寄付金 

ⅩⅣ返　 還　 金 

　１返　 還　 金 

ⅩⅤ繰 り 出 し 金 

　１繰り出し金 

ⅩⅥ予　 備　 費 

　１予　 備　 費 

　歳 出 合 計 

款内流用を認める。 
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左
記
の
方
々
が
帰
幽
さ
れ
ま
し
た
。 

茲
に
謹
ん
で
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。 

十
二
月
十
六
日 

高
梁
市
中
井
町
西
方
　
柴
倉
神
社
宮 

司
（
二
級
）
安
達
上
位
（
七
六

） 

十
二
月
十
七
日 

津
山
市
二
宮
　
高
野
神
社
宮
司
（
二 

級
上
）
河
原
太
津
彦
（
九
○

） 

一
月
一
日 

上
房
郡
賀
陽
町
大
字
竹
荘
　
東
豊
野 

神
社
禰
宜
（
三
級
）
田
村
義
和
（
三
八

） 

一
月
二
十
九
日 

御
津
郡
御
津
町
大
字
河
内
　
徳
蔵
神 

社
権
禰
宜
（
四
級
）
江
見
京
（
八
九

） 
 

    

　
県
神
社
庁
御
津
北
支
部
は
、
こ
の 

ほ
ど
四
国
方
面
へ
研
修
旅
行
を
行
っ 

た
。 

　
高
松
市
の
讃
岐
一
宮
田
村
神
社
に 

正
式
参
拝
を
し
、
そ
の
あ
と
池
田
武 

夫
宮
司
よ
り
講
話
を
拝
聴
し
た
。 

　
講
話
は
氏
子
の
教
化
活
動
に
つ
い 

て
で
、
変
り
行
く
家
族
制
度
の
中
で 

信
仰
心
が
薄
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
神 

社
は
相
互
に
連
携
を
と
り
あ
い
、
他 

宗
教
に
負
け
な
い
氏
子
教
化
活
動
を 

進
め
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
、
田 

村
神
社
の
実
情
を
ふ
ま
え
た
有
意
義 

な
話
し
で
あ
っ
た
。
そ
の
あ
と
徳
島 

市
の
忌
部
神
社
の
参
拝
な
ど
行
っ
た
。 

 

神髄を後世に伝える 
 

　
平
成
六
年
五
月
二
日
、
五
十
鈴
会 

主
催
、
県
神
社
庁
神
楽
部
・
県
文
化 

財
団
・
美
星
町
後
援
に
よ
り
、
美
星 

町
夢
ヶ
原
野
外
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て 

「
神
楽
大
会
」
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ 

た
。 

　
開
催
に
先
立
ち
、
昭
和
二
十
二
年 

以
来
の
物
故
者
九
十
二
柱
の
慰
霊
祭 

が
、
西
林
国
橋
大
人
命
の
ご
子
孫
を 

は
じ
め
、
多
数
の
遺
族
参
列
の
下
、 

三
宅
将
神
楽
部
長
以
下
祭
員
奉
仕
に 

よ
り
、
し
め
や
か
に
執
行
さ
れ
た
。 

　
次
い
で
、
午
後
か
ら
五
十
鈴
会
々 

員
に
よ
る
、
神
楽
の
競
演
が
行
わ
れ
、 

多
数
の
観
衆
の
喝
采
を
浴
び
た
。 

 

 

児
二
百
八
十
名
余
り
、
工
事
関
係
者
、 

奉
賛
会
を
始
め
氏
子
等
で
境
内
が
埋 

ま
る
賑
や
か
さ
の
う
ち
に
祭
典
が
進 

め
ら
れ
た
。 

　
次
い
で
完
成
記
念
式
典
に
お
い
て 

は
奉
賛
会
長
植
月
義
一
氏
の
喜
び
に 

満
ち
溢
れ
た
挨
拶
、
感
謝
状
の
授
与
、 

来
賓
の
祝
辞
、
経
過
報
告
等
が
な
さ 

れ
た
。
奉
賛
会
長
は
「
老
朽
化
し
た 

氏
神
様
を
次
の
世
代
に
ゆ
だ
ね
る
こ 

と
は
恥
ず
べ
き
事
だ
と
自
分
た
ち
の 

手
で
改
築
し
た
い
と
い
う
念
願
が
か 

な
っ
た
。」
湯
浅
副
庁
長
か
ら
「
奉
賛 

会
、
氏
子
等
が
一
体
と
な
っ
て
成
し 

遂
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、
そ
の
一
人
一 

人
の
立
派
な
お
心
に
敬
意
と
感
謝
を 

表
し
当
神
社
が
益
々
栄
え
ま
す
と
共 

に
関
係
者
の
家
内
安
全
を
願
っ
て
お 

り
ま
す
」と
祝
辞
が
の
べ
ら
れ
、氏
子 

の
参
加
に
よ
る
数
々
の
奉
祝
の
催
し 

で
終
日
鎮
守
の
境
内
が
賑
わ
っ
た
。 

 

 

　
勝
田
郡
勝
央
町
植
月
北
に
鎮
座
の 

旧
郷
社
日
吉
神
社（
大
澤
瑞
枝
宮
司
） 

で
は
、
三
年
七
ヶ
月
の
歳
月
を
か
け 

て
本
殿
・
幣
殿
・
拝
殿
の
改
築
工
事 

 

氏
神
さ
ま
が
新
宮
へ 

 
　
日
吉
神
社
で
改
築
奉
祝
祭 

 

改築なった日吉神社々殿 

 

      

を
進
め
て
来
た
が
こ
の
程
完
成
し
、 

去
る
四
月
十
六
日
古
式
に
の
っ
と
り
、 

厳
粛
に
遷
座
祭
が
執
り
行
わ
れ
、
翌 

十
七
日
に
は
氏
子
を
挙
げ
て
の
奉
祝 

祭
と
記
念
式
典
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ 

た
。
工
事
の
設
計
監
理
は
姫
路
市
西 

嶋
工
務
店
が
行
な
い
、
社
殿
の
著
し 

い
老
朽
化
に
よ
り
昭
和
六
十
二
年
に 

奉
賛
会
を
結
成
し
て
改
築
に
踏
み
切 

っ
た
も
の
で
、
様
式
は
本
殿
が
流
唐 

破
風
権
現
造
り
銅
板
葺
き
、
鎌
倉
時 

代
の
様
式
を
採
用
し
幣
殿
、
拝
殿
は 

一
棟
の
重
建
と
さ
れ
て
い
る
。
奉
祝 

祭
に
は
県
神
社
庁
よ
り
湯
浅
正
敬
副 

庁
長
が
献
幣
使
と
し
て
参
向
さ
れ
稚 

  

神楽大会・夢ヶ原で 
 

研
修
会
開
催
の
御
案
内 一

、〇
〇
〇
円 

一
、一
〇
〇
円 

二
、〇
〇
〇
円 

二
、〇
〇
〇
円 

一
、一
〇
〇
円 

一
、一
〇
〇
円 

一
、一
〇
〇
円 

高
梁
上
房
支
部 

阿
新
支
部 

神
青
協
事
務
局 

川
上
郡
支
部 

阿
新
支
部 

阿
新
支
部 

阿
新
支
部 

上
房
郡
北
房
町 

郡
神
社 

新
見
市
新
見 

國
司
神
社 

岡
山
市
奥
市 

岡
山
県
遺
族
福
祉
会
館 

川
上
郡
成
羽
町 

成
羽
福
祉
セ
ン
タ
ー 

新
見
市
新
見 

船
川
八
幡
宮 

新
見
市
新
見 

國
司
神
社 

新
見
市
新
見 

國
司
神
社 

祭
式
研
修
会 

雅
楽
研
修
会（
龍
笛
） 

祭
式
研
修
会 

祭
式
研
修
会 

浦
安
の
舞
研
修
会 

祭
式
研
修
会 

雅
楽
研
修
会（
篳
篥
） 

七
日 

一
七
・
一
八
日 

一
八
日 

二
〇
日 

二
〇
・
二
一
日 

二
三
日 

二
六
・
二
七
日 

 

主
管
及
連
絡
先 

受
講
費
用 

場
　
　
所 

研
　
修
　
名 

八
　
月 

　
岡
山
県
神
社
庁
研
修
所
主
催
の
研
修
会
を
左
記
に
よ
り
開
催
す
る
予
定
に
な
っ 

て
お
り
ま
す
。
神
職
の
生
涯
教
育
と
し
て
の
研
修
会
で
す
の
で
多
数
御
参
加
下
さ 

い
ま
す
よ
う
御
案
内
し
ま
す
。 

自
　
平
成
五
年
十
二
月
一
日 

至
　
平
成
六
年
六
月
三
十
日 

神
職
帰
幽 

御
津
北
支
部
が 

研

修

旅

行
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自
　
平
成
五
年
十
二
月
一
日 

至
　
平
成
六
年
六
月
三
十
日 

庁
務
日
誌
抄 

十
九
日
　
神
職
役
員
研
修
旅
行
（
北 

陸
）
太
田
主
事
補
、
河
田
録
事
同
行 

二
十
三
日
　
全
国
神
社
総
代
会
代
議 

員
会
（
本
庁
）
宮
原
総
代
会
長
、
尾 

宮
副
会
長
出
席 

教
化
委
員
会
、
青
少
年
対
策
委
員
会 

神
社
視
察
研
修
（
哲
多
町
） 

二
十
五
日
〜
二
十
七
日
　
神
社
本
庁 

評
議
員
会
（
本
庁
）
庁
長
、
藤
井
副 

庁
長
、
参
事
出
張 

三
十
一
日
　
神
政
連
青
年
隊
会
議 

     

一
日
　
月
次
祭 

二
日
〜
四
日
　
青
少
年
担
当
者
研
修 

会
参
加
（
福
島
）
太
田
主
事
補
出
張 

三
日
　
支
部
長
懇
話
会（
湯
迫
温
泉
） 

七
日
　
世
界
連
邦
宗
教
委
員
会
総
会 

（
市
民
会
館
）
参
事
出
向
　 

十
三
日
　
教
化
委
員
会
、
予
算
委
員 

会 十
七
日
　
役
員
会 

二
十
一
日
　
神
政
連
本
部
長
会
（
本 

庁
）
県
本
部
長
出
張 

二
十
二
日
　
神
政
連
中
央
委
員
会
、 

事
務
局
長
会
（
本
庁
）
湯
浅
中
央
委 

員
、
参
事
出
張 

二
十
三
日
〜
二
十
四
日
　
神
社
庁
事 

務
担
当
者
会
（
本
庁
）
参
事
出
席 

二
十
五
日
　
中
国
地
区
氏
青
神
青
合 

同
研
修
会
（
牛
窓
） 

二
十
八
日
　
協
議
員
会
（
岡
山
県
い 

さ
お
会
館
） 

二
十
九
日
　
教
化
委
員
会
広
報
部
会 

 

   

一
日
　
月
次
祭 

二
日
　
総
代
会
全
国
大
会
参
加
（
高 

知
）
太
田
主
事
補
出
張 

世
論
の
会
出
席
（
遺
族
福
祉
会
館
） 

参
事
出
向 

八
日
　
役
員
会
、
役
員
忘
年
会 

九
日
　
マ
ス
コ
ミ
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ュ 

ウ
ム
（
津
山
総
合
福
祉
会
館
）
参
事 

杉
田
録
事
出
張 

十
三
日
　
平
和
日
本
を
守
る
岡
山
県 

民
会
議
役
員
会
（
幸
町
会
館
）
参
事 

出
向 

十
九
日
　
河
原
太
津
彦
告
別
式
参
列 

（
津
山
）
参
事
出
張 

二
十
八
日
　
御
用
納
め 

      

五
日
　
年
始
祭
　
御
用
始
め 

二
十
八
日
　
役
員
会
、
役
員
新
年
会 

平
和
日
本
を
守
る
岡
山
県
民
会
議
役 

員
会
（
幸
町
会
館
）
参
事
出
向 

三
十
一
日
　
神
政
連
監
査 
 

  

一
日
　
月
次
祭 

四
日
　
神
政
連
役
員
会
、
神
政
連
代 

八
日
　
神
社
本
庁
評
議
員
会
常
任
委 

員
会
（
本
庁
）
庁
長
出
張 

十
八
日
　
中
国
地
区
神
社
庁
連
絡
会 

議
（
羽
合
温
泉
）
庁
長
、
湯
浅
副
庁 

長
、
参
事
出
張 

教
化
委
員
会
教
宣
部
会 

二
十
四
日
　
神
道
行
法
練
成
会
（
宝 

伝
） 

        

一
日
　
月
次
祭 

神
宮
大
麻
暦
頒
布
終
了
祭
参
列
（
伊 

勢
）
参
事
出
張 

三
日
　
役
員
会 

十
二
日
　
神
殿
祭
、
役
員
会 

十
五
日
　
平
安
神
宮
式
年
祭
参
列 

（
京
都
）
庁
長
出
張 

十
六
日
　
祭
祀
舞
研
修
会
開
催 

十
七
日
　
神
政
連
青
年
隊
研
修
会
出 

席
（
本
庁
）
戸
部
副
隊
長
出
張 

二
十
三
日
　
神
社
参
拝
旅
行
（
北
海 

道
）
参
事
、
杉
田
録
事
出
張 

二
十
八
日
　
伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
奉 

賛
会
岡
山
県
本
部
監
査 

三
十
日
　
伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
奉
賛 

会
岡
山
県
本
部
役
員
会
（
プ
ラ
ザ
ホ 

テ
ル
） 

 

  

一
日
　
月
次
祭 

五
日
　
世
界
連
邦
宗
教
委
員
会
役
員 

会
（
市
民
会
館
）
参
事
出
向 

六
日
　
神
道
講
演
会
（
玉
島
、
倉
敷
） 

七
日
　
神
道
講
演
会
（
児
島
、
阿
新
） 

表
彰
委
員
会
、
神
社
関
係
者
大
会
打 

合
会 

九
日
　
神
道
講
演
会
（
高
梁
） 

十
日
　
両
児
神
社
遷
座
千
二
百
年
大 

祭
　
参
事
、
太
田
主
事
補
参
向 

十
七
日
　
日
吉
神
社
社
殿
改
築
奉
祝 

祭
　
湯
浅
副
庁
長
参
向 

二
十
一
日
　
岡
山
県
神
社
関
係
者 

大
会
、
伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
奉
賛 

会
岡
山
県
本
部
解
散
式
（
市
民
文
化 

ホ
ー
ル
） 

    

二
日
　
月
次
祭 

四
日
　
星
神
社
社
殿
改
築
竣
工
奉
祝 

大
祭
　
藤
井
副
庁
長
、
太
田
主
事
補 

参
向 

六
日
　
岡
山
県
護
国
神
社
春
季
例
大 

祭
　
参
事
参
列 

八
日
　
高
梁
上
房
支
部
総
代
会
（
上 

房
）
参
事
出
張 

十
三
日
　
教
化
委
員
会
広
報
部
会 

十
五
日
　
落
合
町
護
国
神
社
終
戦
五 

十
年
大
祭
　
参
事
参
向 

十
六
日
　
役
員
会 

十
七
日
　
神
宮
大
麻
頒
布
推
進
委
員 

会
常
任
委
員
会
　
青
少
年
対
策
委
員 

会 
 

　
平
成
七
年
の
終
戦
五
十
周
年
を
機 

に
、
先
の
我
が
国
の
戦
争
を
一
方
的 

に
断
罪
し
、関
係
諸
国
に
対
す
る「
反 

省
」
と
「
謝
罪
」
を
表
明
す
る
国
家 

決
議
を
行
う
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い 

ま
す
。 

　
か
か
る
決
議
は
、
世
界
史
上
で
唯 

一
、
我
が
国
の
み
が
戦
争
責
任
を
負 

う
犯
罪
国
家
で
あ
る
こ
と
を
、
国
家 

意
志
の
表
明
と
し
て
内
外
に
宣
言
す 

る
こ
と
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
国
家
、 

民
族
の
名
誉
を
傷
つ
け
、
国
難
に
殉 

じ
た
英
霊
を
冒
涜
し
、
我
が
国
と
国 

民
の
将
来
に
重
大
な
禍
根
を
残
す
こ 

と
は
必
死
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
国
会 

決
議
に
断
固
反
対
す
る
べ
く
各
神
社 

に
署
名
用
紙
を
お
配
り
致
し
て
お
り 

ま
す
の
で
、
総
代
さ
ん
を
始
め
氏
子
、 

崇
敬
者
の
方
々
に
広
く
呼
び
掛
け
て 

頂
き
多
数
の
署
名
が
集
ま
り
ま
す
よ 

う
御
協
力
の
程
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お 

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

我
が
国
の
戦
争
を
一
方
的 

に
断
罪
す
る
「
反
省
と
謝 

罪
の
国
会
決
議
」
に
反
対 

す
る
請
願
署
名
の
お
願
い 

一
月 

十
二
月 

四
月 

三
月 

六
月 

二
月 

五
月 

神社庁閉庁のお知らせ 

  9月14日（水） 
まで中国地区神社庁職員 
研修のため閉庁致します 

  9月12日（月） 
買 
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○
…
教
化
委
員
会
は
昨
年
暮
十
二 

月
二
十
七
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
、 

初
詣
と
神
宮
大
麻
奉
斎
を
呼
び
か 

け
る
十
五
秒
の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
を
岡 

山
放
送
テ
レ
ビ
で
放
映
し
た
。
香 

川
県
神
社
庁
教
化
委
員
会
へ
も
同 

Ｖ
Ｃ
Ｍ
を
提
供
し
、
十
二
月
十
日 

か
ら
西
日
本
放
送
テ
レ
ビ
で
放
映 

さ
れ
た
。
動
き
の
あ
る
Ｖ
Ｃ
Ｍ
は 

初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
が
、
好 

評
で
反
響
も
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
。 

県
外
で
も
印
象
に
残
っ
た
ら
し
く 

香
川
県
神
社
庁
は
も
と
よ
り
、
遠 

く
島
根
県
神
社
庁
の
横
山
庁
長
さ 

ん
や
山
口
県
神
社
庁
の
教
化
関
係 

の
方
か
ら
も
「
よ
い
企
画
だ
」
と 

好
感
の
声
が
あ
っ
た
。
苦
労
し
て 

製
作
し
た
Ｖ
Ｃ
Ｍ
だ
け
に
今
年
暮 

れ
も
放
映
し
た
い
と
思
っ
て
い
る 

が
、
日
に
ち
や
時
間
帯
、
単
発
あ 

る
い
は
連
続
な
ど
問
題
点
も
多
々 

あ
り
、
今
後
充
分
検
討
し
て
よ
り 

効
果
あ
る
も
の
に
し
て
行
き
た
い
。 

  

○
…
平
成
五
年
度
の
全
国
教
化
会 

議
が
去
る
二
月
開
催
さ
れ
、
六
年 

度
の
教
化
実
践
目
標
並
び
に
教
化 

会
議
の
テ
ー
マ
が
決
定
し
た
。
そ 

こ
で
は
地
域
社
会
に
お
け
る
神
社 

の
役
割
り
の
重
要
性
が
再
確
認
さ 

 

編
集
後
記 

　
九
百
年
の
伝
統
を
誇
る
岡
山
県
三 

大
祭
り
の
一
つ
、
加
茂
大
祭
な
ど
地 

域
に
伝
わ
る
伝
統
文
化
、
と
く
に
神 

社
の
お
祭
り
を
中
心
に
展
示
、
解
説 

を
し
た
「
お
祭
り
会
館
」
が
こ
の
ほ 

ど
加
茂
川
町
、
総
社
前
に
完
成
し
た
。 

　
会
館
は
神
殿
風
の
鉄
骨
平
屋
建
て 

（
一
部
二
階
）
延
べ
二
百
三
十
平
方 

メ
ー
ト
ル
で
、
中
に
加
茂
大
祭
で
使 

わ
れ
て
い
た
日
本
で
も
珍
し
い
と
い 

わ
れ
る
榊
葺
き
御
輿
や
祭
り
の
道
具
、 

 

社
が
集
ま
っ
て
お
祭
り
の
行
わ
れ
る 

加
茂
川
町
加
茂
市
場
鎮
座
の
総
社
の 

す
ぐ
前
に
あ
る
。 

 

れ
、
祭
祀
の
厳
修
、
敬
神
崇
祖
、 

尊
皇
愛
国
の
基
本
理
念
を
中
核
に
、 

神
社
の
対
社
会
活
動
を
青
少
年
活 

動
、
広
報
活
動
、
社
会
活
動
の
三 

つ
の
側
面
か
ら
、
活
動
を
さ
ら
に 

活
発
化
し
て
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。 

県
教
化
委
で
も
昨
年
度
よ
り
四
部 

制
を
設
け
活
動
を
強
め
る
こ
と
に 

し
て
い
る
が
、
な
に
ぶ
ん
一
朝
一 

夕
に
は
実
現
し
な
い
大
テ
ー
マ
で 

あ
る
。
先
づ
は
神
社
の
置
か
れ
て 

い
る
立
ち
場
を
理
解
し
、
各
自
が 

小
さ
く
て
も
目
標
を
定
め
日
常
実 

践
し
て
行
く
こ
と
が
そ
の
実
現
の 

基
礎
に
な
る
。
お
互
い
心
し
て
取 

り
組
み
た
い
も
の
で
あ
る
。 

  

○
…
庁
報
編
集
に
は
苦
労
し
て
い 

る
。
神
前
奉
仕
の
か
た
わ
ら
の
仕 

事
だ
け
に
少
数
の
広
報
部
員
で
は
、 

取
材
の
時
間
も
少
な
く
原
稿
量
も 

限
ら
れ
て
く
る
。
少
し
で
も
充
実 

し
た
紙
面
に
す
る
た
め
、
宮
司
さ 

ん
、
役
員
、
総
代
の
皆
さ
ん
か
ら 

の
行
事
や
祭
事
、
活
動
等
の
連
絡
、 

原
稿
、
写
真
の
投
稿
を
声
を
大
に 

し
て
お
願
い
し
た
い
も
の
で
あ
る
。 

 

　
　
　
　
（
広
報
部
長
　
小
野
） 

 

  完成した「お祭り会館」 

「自然への畏敬」 
こそ神への道   

大西定之   

 

ま
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
身
近
に 

も
開
発
の
名
の
破
壊
が
押
し
寄
せ
、 

美
し
い
緑
が
、
清
ら
か
な
水
が
年
々 

失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

　
自
然
環
境
保
全
の
声
も
漸
次
高
ま 

り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
道 

遠
し
の
感
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、 

私
た
ち
神
の
道
に
奉
仕
す
る
者
に
も 

こ
の
認
識
が
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。 

一
部
の
科
学
者
や
マ
ス
コ
ミ
の
叫
び 

と
し
か
受
け
と
め
て
い
な
い
よ
う
に 

も
思
え
ま
す
。 

　
人
類
発
生
以
来
、
人
と
自
然
と
の 

か
か
わ
り
の
深
さ
は
今
さ
ら
申
す
ま 

で
も
あ
り
ま
す
ま
い
。
自
然
の
神
秘 

さ
、
自
然
の
偉
大
さ
の
中
で
人
類
も 

ま
た
そ
の
一
員
と
し
て
共
に
生
き
、 

自
然
を
畏
れ
、
自
然
を
崇
め
て
き
ま 

し
た
。
こ
の
普
遍
的
な
生
き
方
こ
そ 

 

古
来
か
ら
の
神
の
教
え
か
と
考
え
ま 

す
。 

　
「『
神
な
が
ら
』と
い
う
こ
と
ば
は 

『
神
の
本
性
の
ま
ま
に
』
と
い
う
意 

味
で
あ
る
」
　
　
司
馬
遼
太
郎
　
　 

即
ち
、「
自
然
の
ま
ま
に
、
自
然
と 

共
に
」
と
い
う
意
味
か
と
考
え
ら
れ 

ま
す
。 

　
地
球
の
青
さ
は
も
と
よ
り
、
四
季 

そ
れ
ぞ
れ
の
美
し
さ
を
も
つ
こ
の
国 

を
私
た
ち
の
時
代
に
な
く
し
て
は
な 

り
ま
せ
ん
。 

　
私
た
ち
は
、
神
道
の
源
に
思
い
を 

い
た
し
、「
自
然
へ
の
畏
敬
」
の
念
を 

一
層
深
め
、「
春
分
の
日
」「
み
ど
り 

の
日
」
の
趣
旨
を
大
切
に
し
て
生
き 

た
い
も
の
で
す
。
そ
し
て
こ
れ
こ
そ 

神
へ
の
道
と
信
じ
た
い
も
の
で
す
。 

　
　
　
　
　
（
宇
佐
八
幡
宮
宮
司
） 

 

　
「
自
然
を
た
た
え
、
生
物
を
い
つ 

く
し
む
」
「
自
然
に
親
し
む
と
と
も 

に
そ
の
恩
恵
に
感
謝
し
、
豊
か
な
心 

を
は
ぐ
く
む
」 

　
こ
れ
は
、
祝
日
「
春
分
の
日
」「
み 

ど
り
の
日
」
の
趣
旨
で
す
。 

　
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
、
緑
地
の
砂
漠 

化
、
酸
性
雨
の
増
加
等
々
、
自
然
環 

境
の
破
壊
を
危
惧
す
る
声
が
年
々
高 

 

神
社
の
祭
り
を
紹
介 

　
加
茂
川
町
に
「
お
祭
り
会
館
」 

 
 

写
真
の
展
示
、
ビ
デ
オ
で
お
祭
り
を 

紹
介
す
る
ビ
デ
オ
コ
ー
ナ
ー
も
つ
く 

ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
こ
の
地
方
で 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
原
点
と
な
っ 

て
い
る
お
祭
り
を
、
正
し
く
後
世
へ 

伝
え
、
ま
た
一
年
に
一
回
の
祭
り
が 

展
示
物
や
資
料
等
に
よ
り
、
い
つ
で 

も
町
内
外
、
県
外
の
方
に
紹
介
で
き 

る
伝
統
文
化
の
拠
点
施
設
の
役
割
を 

果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
。
会
館
は
、 

毎
年
十
月
第
三
日
曜
日
に
八
つ
の
神 

 

お祭り会館 出来る 加茂川町 
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